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サイエンスカフェの多様な展開 

サイエンスカフェ概要 
                                              ＳＳＨ部 上村礼子                                                                       

１． はじめに 
第 2期申請の特色のある SSH事業の 1つがサイエンス

カフェである。学ぶ・語る・発表する・交流する・連携する場

として校内に「サイエンスカフェ」を設置するとして、平成 23
年度に本校 4階にSSHコーナーを設け、サイエンスカフェ
を実施することを計画した。 
サイエンスカフェでは、物理・化学・生物・地学・数学・情

報の各オープンラボで培われた科学の輪がそれぞれの部

屋や部活の垣根を越えて学校全体に広がっていくことをね

らいとし、平成27年度は年間14回のサイエンスカフェが開
催された。ただ、4階のSSHコーナーではなく、開催の内容
に合わせ現在では多目的ホールや会議室、各実験室で開

催されている。 

２． 概 要 
当初は大学教授や企業などの第一線で活躍している専

門家を招いて、最先端の研究についてお話しいただく自由

参加型の講座としていたが、現在では科学系企業や研究

所等で活躍している小石川ＯＢによる講演、企業や科学館

と連携したワークショップ等など多様な形態となっている。６

年間の学校生活の中で科学や探究活動が日常的になる環

境作りから、生徒全員が取り組む課題探究活動を深化させ

ることをねらいとして、今後も継続して実施する。 

３． 第 2期 SSHでのサイエンスカフェ 
第２期申請の５年目の総括として、これまでに実施された

サイエンスカフェを掲載する。 
【平成 23年度】 
・ナショナルジオグラフィックのSSHコーナーでの自由閲覧 
・First Step to Novel Prize in Physicsへのいざない 
・NHK「スイエンサー」の作り方 
・「すぐできる！」出版社のつくり方 
【平成 24年度】 
・スマートフォンにメッセージを送ろう－最先端で高度な情

報技術をやさしく学ぶためのマイコン「Arduino」と３G シー

ルドの活用 
・Science Study Tour to Adelaideの体験の報告 
・みんなで理想のマンションの間取りをつくってみよう！ 
・京都大学農学部へ進学した卒業生による講話 
・黄砂・CO２などの数値モデレーションについて 
・サイエンス版ビブリオバトル 4回のビブリオバトルを実施 

・パターン形成の物理とは 

・iPS細胞と再生医療 
・「HOPEダイアログ」の事前学習としての講演会   
【平成２５年度】 
・Arduino と３Gシールドの活用 
・科学映画を見る会 
・始めようか、天体観測♪ 
・獣医から京大で博士、そしてパリへ 
・小石川で学んだことの実践例 
・英語で学ぶ生活科学 
・バイオテクノロジーによる日本初イノベーションの未来 
・イカに学び、ヒトを知る 
・スポーツ科学とオリンピック 
【平成 26年度】 
・「普段見ることができない小石川植物園」    
・日本科学未来館と連携したサイエンスカフェ 
１．地球温暖化は本当に起こっているのか 
２．都市の温暖化はどこまですすんでいるのか 
３．地球温暖化にどのように立ち向かうのか 

・国際教養大学のすすめ 
・身近な結晶の世界 －有機化合物編－」 
・動物とかかわりたくて～二人の卒業生の約 10年 
・「始めようか 天体観測♪」 
・三者三様～化研の同級生が歩んだそれぞれの道～ 
・「建築学とその現場」   
・みんなで理想のマンションの間取りをつくってみよう 
・プラスチックのリサイクル 講義と実験  
・理系出身者のお仕事って実は幅広い！  
・「がん遺伝子発見物語 ～がんとはなんなのか」 

４． 成果と課題 
12月に実施した SSH生徒アンケートでは、「小石川セミ

ナーやサイエンスカフェを通して自分のためになったと思

う」という質問に対して肯定的な回答が７７．２％であった。ま

た「どのような能力が身についたか」という質問に対して、「理

数系への興味・関心」という回答が２５．２％、「自己学習力」

が２１．５％、「科学的思考力」が１８．６％であった。 
【今年度、サイエンスカフェに参加した１年生の感想】 
「私も化学が好きなので、海外へ留学するなどチャンスを

増やし、それをさらに伸ばして『得意』『発見』に変えたいなと

思います。また、生きていく上で大切なことも沢山知り、失敗

を恐れず、常にポジティブでいようと改めて痛感しました。」 

                                          
サイエンスカフェの多様な展開 

憬れよ、砕け散れ！ 
                    国際部 中鉢健治                                 

１． 目 的 
本校では、海外留学に興味を持っている生徒は多く、海

外の大学への留学が「進路選択の一つ」になりつつある。 
海外の大学に在学中の学生から生の声を聞くことで、日

本と海外の大学のそれぞれの良さを知ることを目的として、

今回サイエンスカフェを設定した。講師として、アメリカのブ

ラウン大学に在学している中川健太氏（３期生）が所属して

いる「ブラウンの熊たち」を迎えた。 

２． 概 要 
（１） 日時：平成２７年６月１１日（木） １６：１０～１８：２０ 
（２） 場所：本校多目的ホール 
（３） 講師： 「ブラウンの熊たち」＊ 

アメリカ・ブラウン大学 日本人学部生４名 
 ＊２０１２年９月、アメリカ・ブラウン大学在学中の学部生９

名により結成された学生組織。発足以来、ブラウン大学での

「等身大」の生活を発信している。 
（４） 参加者：３年生から６年生の生徒及び教職員 30名 
（５） 内容 
「憬れよ、砕け散れ！」をテーマに、留学生活や留学まで

のプロセスに加え、留学のよい部分だけでなく、アメリカ留学

を志した経緯、アメリカでの挫折とその克服など、「留学に関

する現実」を自身の体験を交えながら、語っていただいた。

単なる講義形式ではなく、アイスブレイキングや参加者と対

話しながら講義を展開する時間があったため、和やかな雰

囲気の中で講師と参加者の活発な意見交換が行われた。 

３． 参加した生徒の感想 
・これまで留学に関する良い面、憬れるような面しか知らな

かったが、実際に体験した話を聞くことで、憬れだけで突っ

走ってはいけないなと思った。具体的な話を聞けて本当に

貴重な機会だった。 
・大学は就職の前段階という日本でよくある考え方はアメリカ

では違っていて、自分が学びたいことを勉強するのがアメ

リカの大学であるということがわかった。 
 

 
 
 
 

 

                                          

サイエンスカフェの多様な展開 

あの日も雪が  
                   物理科 田代卓哉                                

１． 概 要 

昨年の 12月に行われた報道写真展において、多くの人

が一枚の写真の前で足を止めていた。中には涙を流してい

る人もいた。その写真を撮ったのが、共同通信社の遠藤弘

太カメラマンである。様々なつてをたどって遠藤氏に連絡

を取ることができ、サイエンスカフェの講師としてお招きし

た。 

２． 講演の内容 

きっかけとなったのは「あの日も雪が」というタイトルの、東

日本大震災をテーマとして写真であったが、他にもソチオリ

ンピックや介護をテーマとした作品を多く見せてもらうことが

できた。 

カメラマンというのは、その現場をつぶさに観察し、そこに

ある感情を写真を通じて多くの人に伝えることが仕事である。

写真を前に聞く話には説得力があり、目に涙を浮かべる生

徒も見られた。 

またそれだけでなく、なぜカメラマンを目指したのか。そ

してカメラマンとしてキャリアを積む中で何を考えていたの

かについても聞くことができた。 

フォトジャーナリズム的な内容にとどまらず、キャリア教育とし

ても素晴らしい内容であった。 
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